
第
二
百
十
一
回

国

会

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
五
号

令
和
五
年
四
月
四
日（
火
曜
日
）

午
前
十
時
五
分
開
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

委
員
の
異
動

三
月
十
七
日

辞
任

補
欠
選
任

梶
原

大
介
君

藤
川

政
人
君

山
本
佐
知
子
君

野
上
浩
太
郎
君

鬼
木

誠
君

勝
部

賢
志
君

三
月
二
十
日

辞
任

補
欠
選
任

野
上
浩
太
郎
君

山
本
佐
知
子
君

藤
川

政
人
君

梶
原

大
介
君

勝
部

賢
志
君

鬼
木

誠
君

三
月
二
十
七
日

辞
任

補
欠
選
任

永
井

学
君

野
上
浩
太
郎
君

ぎ
井

章
君

藤
川

政
人
君

三
月
二
十
八
日

辞
任

補
欠
選
任

野
上
浩
太
郎
君

永
井

学
君

藤
川

政
人
君

ぎ
井

章
君

三
月
二
十
九
日

辞
任

補
欠
選
任

三
上

え
り
君

吉
田

忠
智
君

三
月
三
十
日

辞
任

補
欠
選
任

梶
原

大
介
君

岡
田

直
樹
君

吉
田

忠
智
君

三
上

え
り
君

高
橋

光
男
君

山
口
那
津
男
君

三
月
三
十
一
日

辞
任

補
欠
選
任

岡
田

直
樹
君

梶
原

大
介
君

山
口
那
津
男
君

高
橋

光
男
君

四
月
三
日

辞
任

補
欠
選
任

室
井

邦
彦
君

中
条
き
よ
し
君

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

委
員
長

ゲ

舫
君

理

事

青
木

一
彦
君

長
谷
川

岳
君

森
屋

隆
君

高
橋

光
男
君

石
井

苗
子
君

委

員

足
立

敏
之
君

石
井

浩
郎
君

大
野

ヘ
正
君

梶
原

大
介
君

清
水

真
人
君

鶴
保

庸
介
君

豊
田

俊
郎
君

永
井

学
君

山
本
佐
知
子
君

ぎ
井

章
君

鬼
木

誠
君

三
上

え
り
君

竹
谷
と
し
子
君

矢
倉

克
夫
君

中
条
き
よ
し
君

嘉
田
由
紀
子
君

浜
口

誠
君

田
村

智
子
君

木
村

英
子
君

国
務
大
臣

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫
君

副
大
臣

国
土
交
通
副
大
臣

豊
田

俊
郎
君

国
土
交
通
副
大
臣

石
井

浩
郎
君

大
臣
政
務
官国

土
交
通
大
臣
政

務
官

清
水

真
人
君

事
務
局
側

常
任
委
員
会
専
門

員

清
野

和
彦
君

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

○
理
事
補
欠
選
任
の
件

○
気
象
業
務
法
及
び
水
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
内
閣
提
出
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
委
員
長（
ゲ
舫
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
国
土
交
通
委
員
会

を
開
会
い
た
し
ま
す
。

委
員
の
異
動
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

昨
日
、
室
井
邦
彦
君
が
委
員
を
辞
任
さ
れ
、
そ
の
補
欠

と
し
て
中
条
き
よ
し
君
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
委
員
長（
ゲ
舫
君
）
理
事
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
お
諮

り
い
た
し
ま
す
。

委
員
の
異
動
に
伴
い
現
在
理
事
が
一
名
欠
員
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
補
欠
選
任
を
行
い
た
い
と
存
じ
ま

す
。理

事
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
例
に
よ
り
、
委
員

長
の
指
名
に
御
一
任
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
ゲ
舫
君
）
御
異
議
な
い
と
認
め
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
理
事
に
高
橋
光
男
君
を
指
名
い
た
し
ま

す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
委
員
長（
ゲ
舫
君
）
気
象
業
務
法
及
び
水
防
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

政
府
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
斉
藤
国
土

交
通
大
臣
。

○
国
務
大
臣（
斉
藤
鉄
夫
君
）
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま

し
た
気
象
業
務
法
及
び
水
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
の
提
案
理
由
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
自
然
災
害
の
頻
発
化
、
激
甚
化
等
を
背
景
と
し

て
、
防
災
対
応
の
た
め
に
国
や
都
道
府
県
が
行
う
予
報
の

高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
洪
水
等
の

発
生
時
に
お
け
る
民
間
の
事
業
継
続
等
の
た
め
に
、
国
等

が
行
う
予
報
を
補
完
す
る
局
所
的
な
予
報
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

地
方
公
共
団
体
や
住
民
、
民
間
事
業
者
等
に
お
け
る
様
々

な
防
災
対
応
が
よ
り
適
確
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
防
災
に

関
す
る
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
、
最
新
技
術

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
官
民
そ
れ
ぞ
れ
の
予
報
の
高
度
化
、

充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
こ
の
度
こ
の
法
律
案
を
提
案

す
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
都
道
府
県
が
行
う
洪
水
予
報
の
高
度
化
を
図

る
た
め
、
国
土
交
通
大
臣
が
、
都
道
府
県
知
事
の
求
め
に

応
じ
、
都
道
府
県
の
洪
水
予
報
河
川
の
予
測
水
位
情
報
を

提
供
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
令
和
四
年
一
月
に
発
生
し
た
ト
ン
ガ
諸
島
付

近
の
大
規
模
噴
火
に
伴
う
潮
位
変
化
を
踏
ま
え
、
火
山
現

象
に
伴
う
津
波
の
予
報
を
適
確
に
実
施
す
る
た
め
、
気
象

庁
の
予
報
及
び
警
報
の
対
象
と
な
る
水
象
の
定
義
に
、
火

山
現
象
に
密
接
に
関
連
す
る
陸
水
及
び
海
洋
の
諸
現
象
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
等
の
気
象
に
関
連
す
る
現

象
の
予
報
業
務
に
つ
い
て
、
最
新
技
術
の
導
入
に
よ
る
予

報
の
精
度
向
上
を
図
る
た
め
、
許
可
の
基
準
を
最
適
化
す

る
な
ど
、
許
可
制
度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

第
四
に
、
防
災
に
関
連
す
る
予
報
の
適
切
な
提
供
を
確

（
第

十

部
）

一

第
十
部

国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
五
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】

（
六
六
）



保
す
る
た
め
、
社
会
的
な
影
響
が
特
に
大
き
い
現
象
の
予

報
業
務
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
説
明
を
受
け
た
利
用

者
に
限
っ
て
提
供
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
五
に
、
許
可
事
業
者
に
よ
る
予
報
の
精
度
向
上
を
図

る
た
め
、
許
可
事
業
者
が
予
報
業
務
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
気
象
測
器
を
拡
充
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
所
要
の

規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
こ
の
法
律
案
を
提
案
す
る
理
由
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
が
速
や
か
に
成
立
い
た
し
ま
す
よ
う
、
御

審
議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
委
員
長（
ゲ
舫
君
）
以
上
で
趣
旨
説
明
の
聴
取
は
終
わ

り
ま
し
た
。

本
案
に
対
す
る
質
疑
は
後
日
に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
日

は
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
時
九
分
散
会

─
─
─
─
・
─
─
─
─

三
月
二
十
四
日
本
委
員
会
に
左
の
案
件
が
付
託
さ
れ
た
。

一
、
交
通
運
輸
産
業
に
お
け
る
迅
速
な
運
賃
改
定
と
賃

金
・
労
働
条
件
へ
の
確
実
な
反
映
に
関
す
る
請
願

（
第
五
四
六
号
）（
第
五
四
七
号
）（
第
五
四
八
号
）（
第

五
四
九
号
）（
第
五
五
〇
号
）（
第
五
六
二
号
）（
第
五
六

三
号
）（
第
五
六
四
号
）（
第
五
六
五
号
）（
第
五
六
六

号
）（
第
五
六
七
号
）（
第
五
六
八
号
）（
第
五
六
九
号
）

（
第
五
七
〇
号
）（
第
五
八
八
号
）（
第
六
一
八
号
）（
第

六
一
九
号
）（
第
六
二
〇
号
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

二

第
十
部

国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
五
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】



─
─
─
─
・
─
─
─
─

三
月
三
十
一
日
本
委
員
会
に
左
の
案
件
が
付
託
さ
れ
た
。

一
、
地
域
公
共
交
通
、
鉄
道
網
の
維
持
、
改
善
の
た
め

の
財
政
支
援
の
強
化
及
び
鉄
道
災
害
復
旧
基
金
の
創

設
に
関
す
る
請
願（
第
六
八
三
号
）（
第
六
八
四
号
）

（
第
六
八
五
号
）（
第
六
八
六
号
）（
第
六
八
七
号
）（
第

六
八
八
号
）（
第
六
八
九
号
）（
第
六
九
〇
号
）（
第
六
九

一
号
）（
第
六
九
二
号
）（
第
六
九
三
号
）

一
、
交
通
運
輸
産
業
に
お
け
る
迅
速
な
運
賃
改
定
と
賃

金
・
労
働
条
件
へ
の
確
実
な
反
映
に
関
す
る
請
願

（
第
六
九
四
号
）

一
、
安
全
・
安
心
で
快
適
な
公
営
住
宅
制
度
を
求
め
る

こ
と
に
関
す
る
請
願（
第
七
五
七
号
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

三

第
十
部

国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
五
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】



─
─
─
─
・
─
─
─
─

四
月
三
日
本
委
員
会
に
左
の
案
件
が
付
託
さ
れ
た
。

一
、
気
象
業
務
法
及
び
水
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

四

第
十
部

国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
五
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】



五

第
十
部

国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
五
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】



六

第
十
部

国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
五
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】



七

第
十
部

国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
五
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】

令
和
五
年
六
月
一
日
作
成

参
議
院
事
務
局

作
成
者

東
京
法
令
出
版
株
式
会
社


